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おじゃまします
学びの庭に

感染症研究と医療の現場を結ぶ
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これからの主な「学び」イベント39件掲載！
「学び」イベントに行ってきました
名著への旅
Voice Park

『本を贈る』（島田潤一郎ほか）

名著への旅

　作家（文筆家）、編集、校正、装丁、印刷、製本、営業、取次、
書店員、本屋。それぞれ異なる持ち場で、「本」に関わることを
生業とし、その仕事をこよなく愛す10人のエッセイ集である。
　青葉区花京院にある「ボタン」という本屋さんで行われた
トークイベントで、この本と出会った。発行者である「三輪舎」
の中岡祐介さんと執筆者の一人、出版社の営業職である橋本亮
二さんから製作過程や完成後の取り組みについて興味深い話
を聞くことが出来た。それまで、本を選ぶ基準は「好きな作家」
の書いたものかどうかくらいだった私にとって、自分が手にし
た「本」にどのくらいの人々がどんな想いで関わっているか、
じっくり考える時間となった。すべての書物は、誰かから誰か
への贈り物なのかもしれない。
　本を取り巻く経済的環境はどんどん厳しくなっているとい
う声はかなり前から聞こえてくる。しかし、この本に関わる人
たちからは、本づくりにまだまだ未知の可能性を感じているの
が伝わってくる。
　一人のエッセイを読んで、その方の別の著作を読んだり、そ
の方が今の仕事に携わるきっかけとなった本を読んだりと寄
り道をしながら、読み終わるのがもったいなくて、ちびちびと
1年以上かけて読み終えた。
　手触りの良いその本は読む前から持っているだけでウキウキ
した氣分になった。初版の表紙の版画は赤。2刷は緑、3刷は
オレンジ。いつか本をこよなく愛する友人にこの 1冊を贈ろ
うと思う。                                                                （庄）

オブザーバー：笹氣義幸　寺田征也（明星大学)　
　　　　　　　　　　　　　　　　                             協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本
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Web版Web版
随時更新中！随時更新中！ まなびのめ

渡辺　　彰 先生
東北文化学園大学　抗感染症薬開発研究部門　特任教授
（感染症学・化学療法学・抗酸菌病学）

酒販店に生まれて醸造研究の道へ

金内　　誠 先生
宮城大学　食産業学群　教授
（発酵・醸造学）「音の世界」「音の世界」

菌菌

『本を贈る』
島田潤一郎／矢萩多聞／牟田都子／藤原
隆充／笠井瑠美子／川人寧幸／橋本亮二
／久禮亮太／三田修平／若松英輔　著
三輪舎
（2018年9月30日初版発行）

あなたの「学び」や「文化」をカタチにあなたの「学び」や「文化」をカタチに

　これまで学んだことや調査してきたことを冊子にまとめてみた
い、短歌・俳句・書画・写真など自分の作品を本にしてみたい、
などお考えになったことはございませんか？
　「まなびのめ」を発行している笹氣出版印刷は、学術関係の書籍・
論集はもとより、一般の方の「自分の本」づくりでも、これまで
多くのお役立ちをさせていただいてきました。
　どうまとめたらいいのか、希望の装丁でつくれるのか、などなど、
どんなことでもまずはお氣軽にご相談ください。

笹氣出版印刷株式会社　
☎022-288-5555 　　sasaki@sasappa.co.jp

「学び」の場所へ

行ってみよう！

申込不要

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容等に変更がある可能性がありますので、詳しくは各
問合先へご確認ください。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/掲載料は無料です。掲載料は無料です。

「学び」イベント情報 募集中!!
Web版は随時更新。紙版次号向けには
9月上旬までに情報をお寄せください。

令和 3年度みやぎ県民大学
「目の前の物事をみつめる」
（全 4回）
講　師　宮城県美術館職員

宮城県美術館アート・ホール 50名程度（18歳以上の宮城県民）

14:00

▲

15:30

Tel 022-221-2114宮城県教育委員会・宮城県美術館
場　所

主催者 問合先

定　員

8月27日（金）・9月3日（金）
・10日（金）

東北福祉大学公開講座 2021 年
度：「クスリ」について学ぶ（基
礎編）（全 3回）
講　師　佐藤進氏（東北大学名誉教授、前東北大学薬学部教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス（オンラインへ変更の可能性あり） 80 名
Tel 022-766-8834東北福祉大学

場　所

主催者 問合先

定　員

8月27日（金）・9月3日（金）
・10日（金）・17日（金）

令和 3年度みやぎ県民大学
「ながれの科学」（全 4回）

講　師　東北大学流体科学研究所教員
東北大学流体科学研究所 50名（18歳以上の宮城県民）

Tel 022-217-5303宮城県教育委員会・東北大学流体科学研究所
場　所

主催者 問合先

定　員

8月28日（土）・29日（日）令和 3年度みやぎ県民大学
「よりよい衣生活のために」
（全 2回）
講　師　東北生活文化大学教員

東北生活文化大学

（申込締切7/27（火）必着）

（申込締切8/11（水）必着）

（申込締切7/27（火）必着）

20名（宮城県民）
Tel 022-346-1207宮城県教育委員会・東北生活文化大学

場　所

主催者 問合先

定　員

8月29日（日）・9月5日（日）・19日（日）
・10月3日（日）・10日（日）

仙台文学館ゼミナール
2021：『万葉集』を味わ
う（全 5回）
講　師　津田大樹氏（一関工業高等専門学校総合科学人文社会領域教授）

仙台文学館 50名（抽選）
Tel 022-271-3020仙台文学館

場　所

主催者 問合先

定　員

8月30日（月）・9月13日（月）
・27日（月）

東北福祉大学公開講座2021年
度：仏教美術探索（全 3回）

講　師　門脇佳代子氏（東北福祉大学講師）
東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 50名

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

9月18日（土）・10月16日（土）
・11月20日（土）・12月18日（土）

仙台文学館ゼミナール
2021：川柳実作講座
（全 4回）
講　師　雫石隆子氏（「川柳宮城野」主幹）

仙台文学館 30名（抽選）
Tel 022-271-3020仙台文学塾

場　所

主催者 問合先

定　員

9月24日（金）・10月1日（金）
・8日（金）

東北福祉大学公開講座 2021
年度：「クスリ」について学ぶ（臨
床編）（全 3回）
講　師　小野木弘志氏（東北福祉大学准教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス（オンラインへ変更の可能性あり） 80 名

15:00

▲

16:30

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

9月25日（土）・10月23日（土）
・11月27日（土）

仙台文学館ゼミナール 2021：
井上ひさしの小説を読む
（全 3回）
講　師　成田龍一氏（歴史学者）

仙台文学館 50名（抽選）
Tel 022-271-3020仙台文学館

場　所

主催者 問合先

定　員

10月4日（月）・18日（月）
・11月1日（月）

令和 3年度みやぎ県民大学
「文学講座：人・こころ・文学」
（全 3回）
講　師　尚絅学院大学教員

尚絅学院大学または地域連携交流プラザ 20名（宮城県民）
Tel 022-381-1490宮城県教育委員会・尚絅学院大学

場　所

主催者 問合先

定　員

15:00

▲

16:30

18:00

▲

20:00

10:00

▲

15:00

10:30

▲

12:00

13:30

▲

15:00

13:30

▲

15:00

13:30

▲

15:00

16:00

▲

17:30

8月22日（日）・9月12日（日）
・10月3日（日）・24日（日）

毎週土曜日トワイライトサロン
「土佐誠の宇宙が身近になる話」

講　師　土佐誠氏（仙台市天文台名誉台長）
仙台市天文台オープンスペース

17:00

▲

17:45

Tel 022-391-1300仙台市天文台
場　所

主催者 問合先

7月  3日(土)〜9月5日（日）生誕 110年　香月泰男展

� （発券は 16:30 まで。月曜休館。8/9（月）は開館、8/10（火）は休館）
宮城県美術館

9:30

▲

17:00

Tel 022-221-2111宮城県美術館、河北新報社
場　所

主催者 問合先

7月  9日(金)〜9月5日（日）〈特別展〉
ライデン国立古代博物館所蔵　
古代エジプト展
（入館は 16:15（土曜は 18：00）まで。月曜休館。8/9（月）は開館、8/10（火）は休館）

仙台市博物館

9:00

▲

16:45 土曜は 18：30

「古代エジプト展」仙台展実行委員会（仙台市博物館、河北新報社、仙台放送）、ライデン国立古代博物館
場　所

主催者

Tel 022-225-3074問合先

7月17日(土)〜9月12日（日）特別展
「ジュラシック大恐竜展」

� （発券は 16:30 まで。月曜休館。8/9（月）は開館、8/10（火）は休館）
東北歴史博物館

9:30

▲

17:00

東北歴史博物館、河北新報社、KHB東日本放送
場　所

主催者 Tel 022-368-0106問合先

7月20日(火)東北工業大学市民公開講座No.524
「スマホと電気電子工学」
［高大連携事業講座］
講　師　内野俊氏（東北工業大学電気電子工学科教授）

オンライン開講

18:00

▲

19:15

Tel 022-305-3810東北工業大学 地域連携センター
場　所

主催者 問合先

7月25日(日)せんだい文学塾・山形小説家・ライター
講座　7月講座「詩とともに歩く」
（オンライン）
講　師　和合亮一氏（詩人）

オンライン開講

14:00

▲

16:00

 sakka.naro@r7.dion.ne.jpせんだい文学塾　山形小説家・ライター講座
場　所

主催者 問合先

7月27日(火)東北工業大学　市民公開講座No.525
「宮城県の水環境管理の現状と課題〜広瀬
川などを例に〜」［高大連携事業講座］
講　師　山田一裕氏（東北工業大学環境応用化学科教授）

オンライン開講

18:00

▲

19:15

Tel 022-305-3810東北工業大学 地域連携センター
場　所

主催者 問合先

7月30日(金)東北工業大学　市民公開講座No.526
「アメリカ保守主義のゆくえ」
［高大連携事業講座］
講　師　片山文雄氏（東北工業大学総合教育センター教授）

オンライン開講

18:00

▲

19:15

Tel 022-305-3810東北工業大学 地域連携センター
場　所

主催者 問合先

8月  7日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 9］
イノベーションはライフスタイルが創
る！
講　師　石田秀輝氏（東北大学名誉教授）

オンライン開講

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

期間
開催

7
JUL

8
AUG

連続
講座







その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

詳細はWeb版に掲載しております。http://manabinome.com/

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されていたものが中止・
延期となることがあります。最新の情報は主催者のホームページ等でご
確認をお願いいたします。

Web版はより多くの情報を
随時更新しています。

http://manabinome.com/

まなびのめ│ 検索

キーワード・タグ
検索も
できます

「まなびのめ」第52号懸賞クイズの
正解は下記のとおりです。

第52号

Q.1 　坂田先生がかかわった地球研におけるプロジェクトの研究テーマは？
答え　「アラブ社会におけるなりわい生態系」

Q.2 　江戸時代、大坂で刊行されたネズミに飼い方のガイドブックの書名は？
答え　『養鼠（ようそ）玉のかけはし』

「学び」イベントに参加したら
　　　　　　　　　  感想を書こう！

参加体験記

粗
品

進
呈

。すまいてしち待おをトーポレや想感のトンベイ」び学「、たれさ加参が様皆の者読
掲載採用させていただいた方のうち毎号1名様に1000円分の図書カードを進呈！
ご投稿いただいた全員にもれなく粗品をプレゼント！
※採用の可否、図書カード当選者は編集部に一任いただきます。
■投稿方法　はがき、FAX、E-mail、Web版投稿フォームにて受付。
■投稿先　　「まなびのめ」編集部　　※詳細は最終ページをご覧ください。

　第 52 号 人と動物

　いつもたのしみにしております！� （塩釜市・74歳）

編：読者の皆さまのご感想が編集部の活力になっています。

　坂田先生の記事を読んで、東北大学農学部のすごさ、すばらしい

人材を輩出するのが分かった。安田先生の記事を読んで、ネズミに

ついて幅広いイメージを得ることができた。松森胤保についてもこ

れから学習しようと思う。� （仙台市宮城野区・70歳）

編：毎号、どなたにインタビューしようか案を出し合っていますが、
宮城にも本当にバラエティに富んだ研究をされている方々や大学が

あります。これからも皆さんの学びのきっかけづくりになるような

情報誌を作ってまいりますので、お楽しみに！

　

　「まなびのめ」を初めて手にしました。「人と動物」動物からいた

だく恵み、動物と美術の研究は、どちらも興味深かったです。研究

というと難しく自分とは無縁のものでしたが理解できました（昔か

ら若冲は好きです）。「まなびのめ」また手にしたいです。「学び」イ

ベント一覧すごく便利です。� （仙台市青葉区・60歳）

編：初めてのお便り嬉しく思います。研究自体は高度なことをして
いても、私たちの興味やくらしにつながっていると感じられたり、

研究者の人柄などの魅力に触れられたり、「学術の世界と市民をつな

ぐ」ことで相互によい影響・効果が生まれることをめざしております。

クイズ応募と共にお便りを下さった方には、以降 1年間、発行の度

に最新号をお送りしておりますので、ぜひ継続してお楽しみいただ

ければ幸いです。

　宮城の方言を取り上げてください。東北大には方言研究センター

があります。� （大崎市古川・43歳）

編：ご要望の「宮城の方言」という取り上げ方で
はないのですが、実は、第 17号（2012 年 7月

発行）で東北大学大学院文学研究科／東北大学方

言研究センターの小林隆先生に取材をしていま

す。Web版でぜひ読んでみてくださいね。

読者と編集部の
キャッチボール

読者の声

その他のお便りと編集部からのコメントはWeb版でご覧いただけます。

　仙台市歴史民俗資料館「仙台の災害」関連イベントの 3回目の講
座です。講師は飢饉の研究、特に天明の飢饉を主な研究対象にして
きましたが、現在は天保の飢饉も研究を進めているそうです。天明
の飢饉が 1～ 2年の期間だったのに対して、天保の飢饉は 7年程度
続きました。シリーズ 1回目の佐藤氏の講演では天保飢饉における
仙台藩主など為政者側の対応を知ることができました。今回は一般
民衆の対応です。
　冒頭、まず、飢饉で見られる主な特徴を 5つ挙げて解説します。
①　�急激に米価が高騰する。絶対的な米不足、領外への移出・販売、
米商人等の隠匿や売り惜しみが原因。

②　�領主の飢饉対策がパターン化している。酒造りをはじめとした
制限・禁止が行われる。

③　�飢人の行動がパターン化した。特に非人や乞食化が一般的だっ
た。

④　�治安の悪化やモラル破壊が進行する。各人がそれぞれ生きるこ
とに必死になり、その結果モラル破壊が急激に起こった。

⑤　�疫病死を伴う。飢饉死といっても実際は餓死以上に疫病死が多
かった。

　天保飢饉は天明飢饉に次いで死者数も多く、仙台の人口も 49万人
から40万人と約9万人減少し、その後幕末まで増加しませんでした。
天明飢饉より期間が長いこともあって、天明飢饉に劣らず厳しい状
況だったようです。
　次に、講座名にある－移動する人々－について講師の最近の研究
論文の抜き刷りを配布資料に用いて説明を加えていきます。移動す
る人々とはより食料がありそうな地域へ移動する人のことです。隣
接の他領へ行くのが通例ですが、東北では仙台へ向かう人も多く、
天保 7，8年頃になると江戸へ向かう人もいました。仙台藩は領内に
比較的入りやすく、収容力もあり、新田開発の労働力確保のため流
民達は留め置かれました。天明飢饉後の仙台藩の人口の回復や農村
復興の動きには他領民も関係したようです。
　移動する人々（流人）に関する資料は少ないとのことですが、幕
府の昌平學にいた山田三川は「三川雑記」に比較的よく書き留めて
いるそうです。これによれば東北諸藩をはじめ全国各地から江戸へ
流れてきたといいます。流入者に対して幕府は「人返し政策」を行
います。天保 7年に品川、板橋、千住、四谷の四宿にお救外小屋を
建てて流人を保護し、出身元を確認後、各藩の江戸屋敷を通じて国
元へ帰すというものです。千住宿には東北地方からの流入者が多く、
街道筋の藩からの流人でした。
　講師によれば、飢饉に伴い疫病も流行したのは天保飢饉が概ね最
後であり、飢饉で餓死することも少なくなってからは飢饉に代わり
凶作が用いられることとなったそうです。1993 年（平成 5年）、東
北地方は冷害による凶作となり、タイなどからの輸入米に頼ったこ
とがありますが、食糧不足により飢えるということにはなりません
でした。世界的に見れば、飽食と飢餓の問題が顕著になっています。
欧米など先進国で飽食と食品ロスがみられる一方、世界の飢餓人口
は増えているとのことです。食糧の海外依存度が高い日本でも飽食
や大量の食料廃棄が問題となっています。
　講師はNHKテレビ番組で報じられていた人口増や地球温暖化の影
響等による食糧危機の話題にも触れ、飢饉、飢餓状態の経験をもた
ない現在の日本や日本人に飢饉の発生に備えておくことの重要性を
強調していました。
　歴史から学ぶことはいろいろありそうです。��（仙台市　島田昭一）

■【特別展「仙台の災害」講座Ⅲ】
「飢饉を生き抜いた人々の姿∼移動する人々∼」

講師：菊池勇夫 氏（宮城学院女子大学名誉教授）
2021年 2月 13日（土）13：30～ 15：00　仙台市歴史民俗資料館

参加体験記

「まなびのめ」配色法：襲色目（かさねのいろめ）
第53 号・夏／「破菖蒲」（ha syōbu）

9月11日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 14］
ミクロ・マクロな視点から災害対応を考
える
講　師　畠山雄豪氏（東北工業大学ライフデザイン学部生活デザイン学科准教授）

オンライン開講

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

9月15日(水)東北工業大学「地域未来学」［講座 15］
自然と暮らし、自然とむきあう技と心

講　師　岸本誠司氏（東北工業大学ライフデザイン学部生活デザイン学科教授）
オンライン開講

15:30

▲

16:30

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

9月16日(木)東北福祉大学公開講座 2021年度：
検証・明智光秀の正体②
古文書から探る光秀
講　師　鍛代敏雄氏（東北福祉大学教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 50名

15:30

▲

17:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

9月18日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 16］
傾聴移動喫茶カフェデモンク
「未来を拓くケアアート」
講　師　金田諦應氏（通大寺住職）

オンライン開講

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

9月18日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 17］
311を伝え継ぐために〜東日本大震災
「伝承と防災啓発」の未来〜
講　師　武田真一氏（宮城教育大学防災教育研修機構特任教授）

オンライン開講

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

9月25日(土)2021 年度ジェンダー論公開講座：
「現代産業社会とジェンダー」

講　師　遠藤恵子氏（東北学院大学名誉教授、公益財団法人せんだい男女共同参画財団アドバイザリー・フェロー）
エル・パーク仙台　セミナーホール 50名

13:30

▲

15:30

Tel 022-268-8301公益財団法人せんだい男女共同参画財団
場　所

主催者 問合先

定　員

9月26日(日)せんだい文学塾・山形小説家・ライター
講座　9月講座「小説の中のキャラクター
の作り方」（オンライン）
講　師　柴田哲孝氏（作家）

オンライン開講

14:00

▲

16:00

sakka.naro@r7.dion.ne.jpせんだい文学塾・山形小説家・ライター講座
場　所

主催者 問合先

9月30日(木)東北福祉大学公開講座 2021年度：
検証・明智光秀の正体③
本能寺の変─明智天下の十二日間
講　師　鍛代敏雄氏（東北福祉大学教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 50名

15:30

▲

17:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

10月2日(土)東北福祉大学公開講座 2021年：
情報モラル教育を体験してみよう

講　師　高橋俊史氏（東北福祉大学助教）�
東北福祉大学仙台駅東口キャンパス（オンラインへ変更の可能性あり） 40 名

13:00

▲

16:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

8月18日（水）・20日（金）
・9月1日（水）・8日（水）

令和 3年度みやぎ県民大学
「環境へのケミカルアプローチ」
（全 4回）
講　師　東北大学大学院環境科学研究科教員

東北大学大学院環境科学研究科本館 15名（宮城県民）

17:30

▲

19:00

Tel 022-752-2235宮城県教育委員会・東北大学大学院環境科学研究科
場　所

主催者 問合先

定　員

9
SEP

10
OCT

連続
講座

8月  7日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 10］
震災から 10 年を経た地域の復興と新し
い防災の取組
講　師　今村文彦氏（東北大学災害科学国際研究所所長）

オンライン開講

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

8月21日(土)東北福祉大学公開講座 2021年度：
災害におけるこころのケアを考える

講　師　渡部純夫氏（東北福祉大学教授）
東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 23名

13:30

▲

15:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

8月21日(土)2021 年度ジェンダー論公開講座：
「婚姻と姓」

講　師　水野紀子氏（公益財団法人せんだい男女共同参画財団理事長、東北大学名誉教授）
エル・パーク仙台　セミナーホール 50名

13:30

▲

15:30

Tel 022-268-8301公益財団法人せんだい男女共同参画財団
場　所

主催者 問合先

定　員

8月21日(土)まちなか美術講座
「シベリア・シリーズの画家　香月泰男の
造形」
講　師　小檜山祐幹氏（宮城県美術館学芸員）

東北工業大学一番町ロビー 2階ホール 20名

13:30

▲

15:00

Tel 022-723-0538宮城県美術館・東北工業大学
場　所

主催者 問合先

定　員

8月22日(日)せんだい文学塾・山形小説家・ライター
講座　8月講座「作家志望者への助言」
（オンライン）
講　師　三浦しをん氏（作家）�

オンライン開講

14:00

▲

16:00

sakka.naro@r7.dion.ne.jpせんだい文学塾・山形小説家・ライター講座
場　所

主催者 問合先

8月28日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 11］
わくわく、キラキラのまちづくり（東日本
大震災後の気仙沼のまちづくりの考え方）
講　師　小野寺憲一氏（気仙沼市保健福祉部長）

オンライン開講

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

8月28日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 12］
西原村における熊本地震の被害及びその
後の復旧・復興等について
講　師　内田安弘氏（阿蘇持続可能な社会研究所所長）

オンライン開講

14:45

▲

15:45

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

9月4日(土)小池光短歌講座 2021　第 134回

講　師　小池光氏（歌人）� （申込締切 8/11( 水 ) 必着）
仙台文学館 50人（抽選）

13:30

▲

15:40

Tel 022-271-3020仙台文学館
場　所

主催者 問合先

定　員

9月  9日(木)東北福祉大学公開講座 2021年度：
検証・明智光秀の正体①
『信長公記』の光秀
講　師　鍛代敏雄氏（東北福祉大学教授）

東北福祉大学仙台駅東口キャンパス 50名

15:30

▲

17:00

Tel 022-766-8834東北福祉大学
場　所

主催者 問合先

定　員

9月11日(土)東北工業大学「地域未来学」［講座 13］
私たちの食と社会

講　師　冬木勝仁氏（東北大学大学院農学研究科・農学部教授）
オンライン開講

13:30

▲

14:30

Tel 022-305-3818東北工業大学 地域連携センター 地域未来構築事業
場　所

主催者 問合先

8
AUG

9
SEP




